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アメリカ研修準備は順調！～１２月２日のジャパンフェアー練習風景

１年生は毎週月曜日、６限にアメリカについての学習、７限にジャパンフェアーの準備をしています。この日は踊り班が瀬谷区民舞

協会の方々から花笠音頭の指導を受けました。ジャパンフェアーをよりよいものにするため、今後も地域の方にご指導いただきます。

東北支援の募金活動！～「サンタが１００人やってきた！２０１３」実施のための募金

現地の震災地支援ＮＰＯをまとめている「遠野まごころネット」という団体が、釜石（本校生徒が何

度ボランティアで訪れています）と大槌（本校も募金で参加して就航した漁船「瀬谷丸」があります）

の子どもたちに、クリスマスプレゼントを贈ろうというプロジェクトを２年前から行っています。先

日釜石でボランティアをしてきた国際の生徒が中心となって、そのための募金を行いました。募金に

際しては、高校、中学の全校生徒にご協力をいただきました。募金総額は５３５２７円でし

た。みなさんご協力ありがとうございました！（この募金で釜石、大槌、陸前高田の子どもたち

１００人以上にプレゼントを渡せたそうです。また現地で活動したボランティアサンタは６６９人、３市全部で

７０００個のプレゼントを子どもたちに手渡せたそうです）

募金活動の発起人（３年Ａ組 ○○○○さん）サンタが１００人やってきたプロジェクトにご協力して頂きありがと

うございました！初めての募金活動でどのくらい集まるか正直不安でしたが、集計したときに各クラスの封筒に

たくさん入っているのを見てとても嬉しかったです。私たちが見てきたときには被災地はまだまだ復興が進んでおらず、辛い思いを

して毎日を過ごしている人がたくさんいます。隼人生の募金だけで１０７人分のプレゼントが用意できたことにとても嬉しく思いま

す。これからも３月１１日に起きた震災を忘れずに生きていきましょう。ありがとうございました！

レフィック先生お別れ会（１２月２０日） ７年もの間、英会話の授業だけでなくスピーチコンテストにも多大な貢献をしてくださった

Refik Cosic 先生が、カナダに帰国することになりました。今年の最終授業の後、国際語科の生徒は講堂に集まり、先生との別れを惜

しみました。レフィック先生、ありがとうございました！

１年代表 ○○○○さん ２年代表 ○○○○さん ３年代表 ○○○○さん アカペラ同好会の歌！ 花束贈呈も笑顔で

Ｓ．Ａ．Ｌワークショップ開催！（１２月２１日） 今回は、慶應義塾大学の途上国支援ボランティア団体（2008年6月に

創立、慶應義塾大学の公認団体）が来校しました。団体の紹介だけでなく「Focus on my self」という素材を使

って大学生と一緒に考えていくワークショップも行いました。

大学生の方とすぐに 団体の活動内容も 団体で作っている ネパールの子どもたちの現状を学んだあとで、

仲良くなれました！ 分かりやすく解説。 雑誌。素敵な写真集。 「私の目標」を発表し合いました。

ネパールの子どもたちがカメラで「一番大切なもの」を撮った写真を見ながら「私たち

にとって大切なもの」との比較を考えてみました。またネパールの子どもたちが学習環

境の悪い中にあっても、一生懸命目標を持って学習している様子を大学生の方からうか

がって、「私たちはどうして勉強するのか」について少しだけ考えてみました。ワークシ

ョップ終了後も大学生の方々と話の尽きない様子が印象的でした。

今回は特進の生徒も多く参加してくれました。国際語科で

はこれからも外部の団体に来ていただいて世界への見聞を

広げていきます。積極的に参加しよう！

ＩＬＣのクリスマス！～ピロティにクリスマスツリー出現！！２年生の○○さんと○○さんが国際語科のみん

なのためにクリスマスツリーの飾りをしてくれました。世界中の子どもたちに、メリークリスマス！


